
- 1 -

２０１１年１２月２日発行Ｎｏ．１８３２
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

第１９４６例会 報告（2011・11・25）
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

社会奉仕活動 実 施社会奉仕活動 実 施

恒例の桐生運動公園の早朝清掃を、落ち葉積もる晩
秋の 月 日(金)午前 時 分から、桐生西ローター１１ ２５ ６ ３０
アクトと合同で行いました。

前年度は 月に予定しておりましたが震災の為中止４
となり、 年 月 日以来の 年 ヶ月振りの実施２００９ ９ ２５ ２ ２
となりました。

集合時間になってようやく空が明るくなり、冬の到
来を感じる寒さの中でしたが、総勢 名が参加して、３７
ゴミ拾いやその後の分別もしっかり行って、気持ちの
良い一日の始まりとなりました。

作業終了後、創立 周年記念樹の月桂樹４世付近に３０
全員集合し、天沼幹事の進行により、江原会長のご挨
拶、引き続いて横塚社会奉仕担当の慰労の言葉、その
後、桐生西ＲＡＣ小川会長からもご挨拶をしていただ
きました。

また、４世月桂樹を眺めながら、４世の生みの親で
ある井本パスト会長から、ポール･ハリスの月桂樹のお
話しを聴かせていただきました。

その後、全員で記念写真を撮り、ＳＡＡさん特性の
朝食が配られて、解散となりました。

された向田靖奉仕ﾌﾟﾛ委員進行役 天沼一夫幹事 江原利夫会長挨拶 社会奉仕担当 横塚直人君 月桂樹を語る井本上輔君 桐生西ＲＡ小川克行会長

６時に
来て準備
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桐生西ロータリークラブ

《次例会予告》

(拠金委員会担当)１２月９日(金) 拠金について

１２月の出席100％表彰、誕生・結婚祝い

創立４０周年記念誌 発刊創立４０周年記念誌 『四十年の歩み』

去る 月 日(土)、無事１１ １９
当クラブの創立 周年記念４０
式典が終了しました。その時
ご出席いただきました皆様の
お席に桐生西ロータリークラ
ブ記念誌『四十年の歩み』を
配布いたしました。

版のカラー印刷で 頁Ａ４ ６８
にわたります。

東日本大震災により発行す
るか否か、また発行するので
あればどの様なものにするの

、 、 。か 実行委員会で議論した末 刊行されたものです
作成にあたられた 周年記念誌編纂委員会の金子４０

福松パスト会長が、最終ページの『編集後記』に編
纂の経緯や趣旨などをつづられております。

クラブの歴史の重みと、クラブの記録を残すこと
、 。の責務と重要性を それを読みますと実感できます

金子会員のご苦労と工夫がうかがえる立派な記念
。 。誌が完成しました 是非お読み戴きたいと思います

み や ま 地 産 ㈱

井 本 上 輔代表取締役

桐 生 市 相 生 町 2 - 8 4 9

０２７７－５２－５５５１℡

桂 建 設 ㈱

家 住 慧 路代表取締役

みどり市笠懸町阿左美763-2

０２７７－７６－７７２３℡

ロータリー財団東日本震災復興基金 寄付ロータリー財団東日本震災復興基金への

財団東日本震災復興ロータリー
基金への寄付締切は、当初 月１２
末日を予定していましたが、寄

２０１２ ６付の要望が多いため、 年
。 、月 日まで延長されることが決まりました また３０

ポール･ハリス･フェローの認証の対象となるのは
月末日までです。１２
この寄付は、日本のロータリアンが被災地の復興

を支援するプロジェクトのために ％使われます。１００
基金を管理する東日本震災復興基金日本委員会に

は日本中のロータリアンから を超える復興支援１４０
プロジェクトが寄せられおり、委員会の 人のメン６
バーは会合、視察、事務手続き等すべてボランティ
アで行っています。

１１ １７プロジェクトの詳細はロータリーの友 月号
頁と 月号 頁に掲載されており、 月号には当１２ ２４ １２
クラブの 周年記念事業『浪江町震災遺児へ学用４０
品寄贈』が記されております。

復興基金には現在までに 万ドル以上が集まっ５７０
ており、既に 万ドル以上が使われています。３３０

公益財団法人ロータリー日本財団への個人、法人
からのご寄付は、寄付者の税制上の優遇措置の対象
になります。

復興基金への寄付については事務局までお問い合
わせ下さい。

希望の家療育病院社会福祉法人 希望の家

乾 和 久事 務 長

22-4みどり市大間々町大間々
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